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『
北
院
御
室
御
集
』
と
『
御
室
五
十
首
』
『
正
治
初
産
百
首
』
 
 

各
守
覚
歌
と
の
関
連
性
を
め
ぐ
つ
て
 
 

千
草
 
聡
 
 

｛
こ
 
 

守
覚
法
親
王
の
家
集
『
北
院
御
室
御
集
』
は
現
在
二
系
統
の
伝
本
が
あ
り
、
所
収
歌
 
 

数
に
よ
り
神
宮
文
庫
蔵
他
の
第
山
系
統
本
（
一
四
五
首
所
収
）
と
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
 
 

の
孤
本
第
二
系
統
本
（
同
一
七
八
首
）
と
に
大
別
さ
れ
る
。
後
者
の
書
陵
部
本
は
守
覚
 
 

丁
⊥
 
 

没
後
の
編
集
本
と
み
ら
れ
る
が
、
前
者
は
集
中
に
『
千
載
集
』
『
月
詣
和
歌
集
』
入
集
 
 

（
2
Y
 
 

歌
が
多
く
、
既
に
下
釜
逸
子
氏
が
、
治
承
頃
よ
り
千
載
集
擁
護
の
文
治
頃
ま
で
の
成
立
 
 

と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
守
覚
は
、
不
穏
な
世
情
を
背
景
に
聖
教
類
や
歌
集
 
 

な
ど
の
収
集
保
存
に
熱
心
で
、
治
承
二
年
夏
頃
に
は
俊
成
・
俊
恵
ら
当
代
歌
人
に
家
集
 
 

（
3
｝
 
 

の
献
上
を
命
じ
て
お
り
、
桑
草
書
志
所
載
「
古
蹟
歌
書
日
録
」
の
第
十
詩
歌
集
近
代
掲
 
 

載
の
諸
家
集
が
こ
れ
に
該
当
す
る
と
み
ら
れ
る
。
先
の
第
一
系
統
本
は
当
目
録
に
記
述
 
 

が
な
い
が
、
右
の
諸
事
情
か
ら
す
る
と
、
こ
れ
も
同
時
期
に
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

こ
の
第
一
系
統
本
（
以
下
、
家
集
と
称
す
）
を
良
く
見
る
と
、
文
治
以
後
に
催
さ
れ
 
 

た
『
御
室
五
十
首
』
『
正
治
初
産
百
首
』
 
（
以
下
、
各
々
五
十
首
・
百
首
と
略
）
の
次
の
 
 

歌
を
収
め
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
く
。
 
 

鹿
 
 

（
▲
■
 
 

（
家
・
五
三
）
 
 

○
野
辺
な
ら
ば
柵
む
鹿
に
託
た
ま
し
我
と
散
り
ぬ
る
庭
の
秋
萩
 
 

霧
 
 

（
家
・
五
五
）
 
 

○
青
書
し
鹿
の
通
ひ
路
こ
れ
な
れ
や
霧
の
彼
方
に
木
の
葉
踏
む
な
り
 
 

前
の
五
三
番
歌
は
五
十
首
の
二
四
番
歌
、
後
の
五
五
番
歌
は
百
首
の
二
五
六
番
歌
に
各
 
 

各
該
当
し
、
こ
れ
ら
員
数
歌
は
建
久
末
年
以
降
の
編
纂
に
な
る
か
ら
、
守
覚
は
五
十
首
 
 

・
百
首
各
詠
進
の
際
、
家
集
所
収
の
右
二
首
を
擬
作
歌
と
し
て
各
々
取
り
込
ん
だ
こ
と
 
 

に
な
る
。
 
 
 

家
集
中
に
他
の
同
様
の
例
は
見
出
だ
せ
な
い
が
、
前
掲
t
一
首
に
挟
ま
れ
た
家
集
五
四
 
 

番
の
「
野
花
霹
」
踏
歌
は
、
こ
れ
と
歌
の
内
容
及
び
表
現
面
で
関
連
性
の
窺
え
そ
う
な
 
 

歌
が
百
首
秋
部
に
見
出
だ
せ
る
 
∧
以
下
傍
線
・
波
線
は
稿
者
に
よ
る
）
。
 
 

○
秋
の
野
の
刊
画
の
包
に
楓
召
ば
花
ぞ
却
り
て
郵
を
染
め
け
る
 
 

（
家
主
四
）
 
 

▽
刊
剖
ま
で
花
に
矧
息
上
画
は
散
る
に
ぞ
本
の
旬
は
見
え
け
る
 
吉
首
主
些
二
）
 
 

家
集
歌
は
、
草
花
の
開
花
に
屠
も
色
付
く
と
詠
み
、
百
首
歌
は
そ
の
落
花
に
よ
り
露
の
 
 

色
も
戻
る
と
詠
む
。
草
花
の
咲
き
始
め
と
終
り
と
い
う
対
照
的
な
情
景
を
詠
む
二
首
だ
 
 

が
、
秋
野
の
草
花
と
露
と
の
取
材
の
組
合
せ
は
双
方
同
じ
で
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、
百
 
 

首
は
上
旬
で
家
集
敵
一
首
の
内
容
を
踏
ま
え
、
下
旬
で
そ
の
後
の
展
開
を
叙
し
た
と
も
 
 

受
け
取
れ
る
。
 
 
 

同
一
情
景
を
視
点
を
変
え
て
詠
じ
た
習
作
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
に
、
こ
れ
ら
守
覚
歌
 
 

二
首
は
、
傍
線
部
の
語
句
の
山
致
を
ふ
く
め
、
歌
の
内
容
・
表
現
両
面
で
重
な
る
点
が
 
 

多
い
。
さ
ら
に
こ
の
家
集
歌
の
直
後
に
は
先
述
し
た
百
首
撰
入
の
操
作
歌
が
続
く
か
 
 

ら
、
家
集
で
相
前
後
す
る
五
四
・
五
五
番
の
両
歌
は
、
各
々
百
首
所
収
歌
と
の
間
で
、
 
 

詠
作
上
の
、
も
し
く
は
撰
歌
配
列
上
の
関
連
性
を
見
出
だ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

五
十
首
の
場
合
も
、
先
の
操
作
歌
の
直
接
に
「
絶
え
絶
え
の
薄
療
隠
れ
数
消
え
て
何
 
 

時
か
は
呵
叫
刊
副
な
り
け
る
」
 
（
秋
部
二
五
番
）
と
、
こ
れ
も
先
の
家
集
と
百
首
と
の
 
 

夙
に
同
じ
く
、
「
花
の
千
草
」
 
と
い
う
秋
花
を
示
す
語
句
を
ふ
く
む
歌
が
配
さ
れ
て
い
 
 

る
ゥ
 
五
十
首
の
秋
部
二
四
二
一
五
番
歌
と
、
家
集
の
五
三
（
操
作
歌
）
・
五
四
番
両
歌
 
 

と
の
間
で
も
、
所
載
歌
や
語
句
の
一
致
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

二
の
よ
う
に
守
覚
の
家
集
と
、
五
十
首
・
百
首
と
を
め
ぐ
つ
て
は
、
歌
の
表
現
や
内
 
 

容
面
か
ら
、
僅
か
な
が
ら
も
類
似
点
が
指
摘
で
き
そ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
諸
先
覚
の
『
御
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月
 
 

◎
風
渡
る
梢
に
雨
の
昔
は
し
て
別
の
み
ぞ
漏
る
嘲
坤
矧
島
 
 

（
秋
十
二
首
）
 
 

☆
深
け
行
け
ば
潮
風
寒
み
雪
消
え
て
榔
射
㈲
浪
副
洗
ふ
な
り
 
 

ニ
ュ
 
 

室
五
十
首
』
『
正
治
初
産
百
首
』
に
関
わ
る
先
行
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
、
歌
の
表
現
等
 
 

を
手
掛
か
り
に
、
家
集
と
、
五
十
首
・
百
首
各
々
と
の
関
連
性
を
粗
々
考
察
し
て
い
く
 
 

こ
と
と
す
る
。
 
 

空
蒜
 
 

家
集
と
五
十
首
と
の
吟
味
か
ら
始
め
る
。
と
も
に
四
季
部
と
雑
部
か
ら
構
成
さ
れ
、
 
 

所
収
歌
数
は
前
者
が
仙
四
五
首
、
後
者
が
五
〇
首
。
五
十
首
は
詞
書
（
改
題
）
の
記
述
 
 

が
な
い
た
め
、
両
者
の
歌
垣
配
列
の
単
純
比
較
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
一
首
中
の
主
な
 
 

歌
材
か
ら
整
理
分
類
す
る
と
、
家
集
と
五
十
首
の
各
所
収
歌
に
窺
わ
れ
る
歌
由
〓
教
材
）
 
 

は
、
総
じ
て
四
季
部
・
雑
部
と
も
、
勅
撰
集
や
『
堀
河
百
首
』
『
久
安
百
首
』
な
ど
に
 
 

見
ら
れ
る
歌
麿
及
び
そ
の
配
列
に
倣
っ
て
い
る
。
各
部
の
歌
題
（
取
材
）
の
配
置
は
、
 
 

若
干
前
後
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
ほ
ぼ
同
様
の
順
序
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

詠
歌
配
列
の
み
な
ら
ず
、
家
集
・
五
十
首
の
各
所
収
歌
間
に
は
、
一
首
中
の
語
句
や
 
 

内
容
等
が
類
似
す
る
場
合
も
散
見
す
る
。
そ
れ
ら
を
左
に
掲
げ
、
吟
味
す
る
が
、
便
宜
 
 

的
に
操
作
歌
を
指
摘
し
た
秋
部
か
ら
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。
 
 

野
花
露
 
 

（
家
・
五
四
）
 
 

◎
秋
の
野
の
刊
割
の
色
に
移
ろ
へ
ば
凋
ぞ
却
り
て
虔
を
染
め
け
る
 
 

（
秋
十
二
首
）
 
 

☆
絶
え
絶
え
の
薄
霧
隠
れ
数
消
え
て
何
時
か
は
潤
の
刊
剖
な
り
け
る
 
（
御
五
三
五
）
 
 

（
御
五
・
一
一
八
）
 
 
 

（
家
・
六
三
）
 
 

紅
葉
日
浅
 
 

◎
何
時
し
か
は
創
出
出
竹
し
と
忍
召
乗
よ
り
こ
そ
紹
魂
染
め
け
れ
 
（
牢
七
九
）
 
 

〔
秋
十
二
首
）
 
 

☆
山
陰
の
青
葉
隠
れ
の
室
物
か
ら
創
出
割
に
け
り
 
 
 

（
御
五
三
三
）
 
 
 

秋
部
所
収
歌
を
t
一
首
対
で
三
組
掲
げ
た
が
、
い
ず
れ
も
部
分
的
な
語
句
の
一
致
が
見
 
 

ら
れ
る
例
で
あ
る
。
初
め
の
歌
集
五
四
番
歌
と
、
五
十
首
の
二
五
番
歌
に
つ
い
て
は
先
 
 

に
触
れ
た
。
家
集
六
三
番
歌
と
、
五
十
首
の
二
八
番
歌
は
、
秋
風
吹
い
て
時
々
た
る
月
 
 

を
詠
じ
た
二
首
で
、
各
々
 
「
松
が
浦
」
と
 
「
松
が
浦
島
」
と
の
歌
枕
（
地
名
）
を
詠
み
 
 

込
ん
で
い
る
。
八
雲
御
抄
は
前
者
を
讃
岐
、
後
者
を
陸
奥
と
注
記
す
る
が
、
当
面
の
守
 
 

覚
歌
二
首
を
除
き
、
こ
れ
以
前
に
当
該
地
域
の
月
を
歌
材
に
詠
む
歌
は
見
当
た
ら
な
い
 
 

こ
と
か
ら
、
「
松
が
浦
」
 
の
月
は
、
家
集
歌
の
 
「
松
が
浦
島
」
 
の
月
よ
り
発
想
を
得
て
 
 

詠
ま
れ
た
可
能
性
が
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 
 
 

家
集
七
九
番
歌
と
、
五
十
首
の
二
三
番
歌
は
、
前
者
は
「
忍
夫
山
」
の
下
紅
葉
が
色
 
 

付
き
始
め
た
、
後
者
は
下
紅
葉
が
「
忍
ぶ
」
け
れ
ど
も
色
付
き
始
め
た
と
あ
っ
て
、
い
 
 

ず
れ
も
『
拾
遺
集
』
六
二
二
番
の
「
し
の
ぶ
れ
ど
色
に
い
で
に
け
り
わ
が
恋
は
物
や
恩
 
 

ふ
と
人
の
と
ふ
ま
で
」
と
の
平
兼
盛
歌
を
下
敷
き
に
、
下
紅
葉
の
紅
葉
を
詠
ん
で
い
る
。
 
 
 

こ
れ
ら
三
組
の
家
集
歌
と
、
五
十
首
歌
と
は
、
各
々
の
間
で
一
首
中
の
語
句
や
歌
の
 
 

内
容
の
類
似
が
み
ら
れ
た
が
、
他
に
次
の
よ
う
な
場
合
も
あ
る
。
 
 

対
月
忘
愁
 
 

◎
憂
き
な
が
ら
樹
ら
む
別
を
待
つ
程
に
何
れ
は
乾
く
袖
の
露
か
な
 
 

（
秋
十
二
首
）
 
 

☆
昔
恩
ふ
涙
の
底
に
樹
し
て
ぞ
刷
を
ば
柑
の
物
と
知
り
ぬ
る
 
 

既
掲
の
三
組
の
家
集
歌
と
五
十
首
歌
は
、
各
一
首
中
の
語
句
や
歌
の
内
容
の
類
似
が
 
 

み
ら
れ
た
が
、
右
は
両
歌
の
関
連
性
を
特
徴
づ
け
る
表
現
語
句
も
見
出
し
が
た
く
、
わ
 
 

ず
か
に
月
を
袖
の
慮
（
露
）
に
宿
す
と
の
歌
の
発
想
を
同
じ
く
す
る
。
 
 
 

（
御
玉
二
山
九
）
 
 

（
家
・
七
一
）
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梅
 
 

◎
梅
が
樹
の
花
に
木
伝
ふ
駕
の
声
さ
へ
匂
ふ
春
の
曙
 
 

（
春
十
二
首
）
 
 

☆
花
は
猶
楓
に
氷
り
て
対
面
刑
倒
封
副
ぞ
色
は
有
り
け
る
 
 

需
旅
霞
 
 

◎
州
剋
ま
で
は
今
朝
ぞ
制
の
籠
め
て
け
る
笹
垣
薄
き
都
の
仮
庵
 
 

（
春
十
二
首
）
 
 

☆
州
封
深
き
閻
の
底
の
蔦
は
声
ば
か
り
こ
そ
谷
を
出
で
け
れ
 
 

海
路
轟
 
 

（
眺
望
二
首
）
 
 

☆
目
も
遥
に
矧
矧
刷
鮒
引
付
引
舟
は
水
越
の
割
こ
そ
先
は
消
え
け
れ
 
（
御
五
主
○
）
 
 
 

家
集
十
一
番
歌
と
五
十
首
の
三
番
歌
は
、
と
も
に
枝
を
木
伝
う
紫
の
声
を
共
感
覚
的
 
 

に
詠
出
し
て
お
り
、
続
く
家
集
九
番
歌
と
五
十
首
の
四
番
歌
の
組
合
せ
は
、
前
者
に
「
八
 
 

重
ま
で
」
績
め
た
霞
、
礫
者
に
「
八
重
深
き
霞
」
と
の
、
同
一
情
景
を
扱
っ
た
類
似
表
 
 

現
が
見
ら
れ
る
。
木
伝
う
紫
の
声
も
、
八
重
の
霞
も
、
当
該
内
容
を
詠
じ
た
先
樅
歌
は
 
 

多
い
が
、
こ
れ
も
表
現
語
句
や
発
想
の
類
似
し
た
歌
が
各
々
の
春
部
所
収
と
の
点
で
、
 
 

双
方
の
撰
歌
配
列
に
窺
え
も
共
通
点
の
一
つ
に
敢
え
て
良
か
ろ
う
。
 
 
 

家
集
八
番
は
春
部
の
「
海
路
霞
」
の
題
詠
歌
、
五
十
首
の
五
〇
番
は
維
部
の
眺
望
二
 
 

首
中
の
一
首
で
、
双
方
と
も
沖
を
目
指
し
離
れ
行
く
船
を
船
人
の
声
を
も
っ
て
聴
覚
的
 
 

◎
沖
懸
け
て
遠
離
り
行
く
声
す
な
り
霞
の
内
に
歌
ふ
 
 

こ
の
よ
う
な
例
を
含
め
、
圭
だ
っ
た
語
句
や
歌
の
内
容
等
の
一
致
乃
至
は
類
似
と
の
 
 

観
点
か
ら
、
五
十
首
の
秋
部
十
二
首
中
の
四
首
に
家
集
歌
と
の
関
連
性
を
窺
っ
て
き
た
 
 

が
、
次
に
秋
部
以
外
の
都
立
所
収
歌
に
つ
い
て
、
同
様
に
吟
味
し
て
ゆ
く
。
 
 

轡
M
川
 
 

（
豪
・
九
）
 
 

（
御
玉
■
四
）
 
 

（
家
・
十
こ
 
 

（
御
玉
・
三
）
 
 

（
家
・
八
）
 
 

に
詠
じ
て
い
る
。
人
麿
の
名
吟
「
ほ
の
ぼ
の
と
あ
か
し
の
う
ら
の
あ
さ
ぎ
り
に
島
が
く
 
 

れ
行
＜
舟
を
し
ぞ
思
ふ
」
 
（
古
今
集
序
）
を
始
め
、
遠
ざ
か
り
行
く
舟
を
取
材
と
す
る
 
 

歌
は
家
集
歌
以
前
に
も
散
見
す
る
が
、
そ
の
中
で
 
「
沖
（
奥
）
懸
け
（
て
）
」
 
と
の
語
句
 
 

を
ル
首
に
詠
み
込
む
先
樅
歌
は
、
ど
う
も
見
当
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
し
て
沖
合
 
 

遠
ぎ
か
る
舟
を
聴
覚
的
に
詠
じ
た
歌
と
な
る
と
、
当
面
の
歌
集
歌
が
哺
矢
で
あ
り
、
つ
 
 

い
で
五
十
首
歌
と
な
る
。
当
面
歌
二
首
の
大
き
な
相
違
は
覆
の
有
無
で
あ
り
、
そ
れ
が
 
 

各
々
配
さ
れ
た
都
立
の
相
違
に
表
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
も
歌
の
表
現
や
内
容
面
で
類
 
 

似
性
を
窺
わ
せ
る
歌
と
見
倣
せ
る
。
 
 
 

春
部
や
秋
部
に
続
い
て
は
、
真
部
に
そ
れ
と
み
ら
れ
る
例
は
指
摘
し
が
た
く
、
冬
部
 
 

や
雑
部
に
類
似
し
た
表
現
や
内
容
を
持
つ
取
が
見
ら
れ
る
。
 
 

時
雨
 
 

◎
時
雨
つ
つ
過
ぎ
ぬ
る
方
は
笥
消
え
て
．
「
d
景
色
に
見
え
ぬ
到
か
な
 
豪
・
八
八
）
 
 

（
冬
七
首
）
 
 

☆
哀
れ
知
る
眺
め
は
．
「
つ
l
到
な
が
ら
月
の
辺
り
の
笥
ぞ
噸
礪
る
る
 
 
（
御
玉
主
二
三
 
 

雪
 
 

（
家
・
九
三
）
 
 

◎
笥
の
内
に
さ
さ
め
の
衣
l
打
ち
矧
畑
野
原
篠
原
分
け
珂
く
l
や
誰
 
 

（
冬
七
首
）
 
 

☆
降
る
笥
を
厭
ふ
と
他
所
に
見
え
し
と
て
山
分
封
掛
軸
で
ぞ
何
日
リ
 
 
（
御
玉
主
五
）
 
 

雪
 
 

（
牢
九
四
）
 
 

◎
何
事
を
月
に
見
分
か
ん
風
越
の
野
崎
れ
渡
る
崎
の
副
笥
 
 

（
冬
七
首
）
 
 

☆
富
士
の
嘲
は
間
は
で
も
空
に
知
ら
れ
け
り
罫
よ
り
上
に
見
ゆ
る
剖
笥
（
御
五
主
六
）
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旅
 
 

◎
勝
利
慣
れ
ぬ
矧
楓
を
伝
ふ
凰
叫
圃
に
暫
し
立
ち
退
け
峰
の
甜
萄
 
 
（
家
ニ
ー
八
）
 
 

（
閑
居
二
首
）
 
 

☆
封
楓
掛
軸
山
矧
は
首
に
埋
も
れ
て
雲
こ
そ
通
へ
人
は
訪
ひ
来
ず
 
 
（
御
幸
四
讐
 
 
 

始
め
の
時
雨
詠
の
場
合
、
時
雨
雲
の
定
め
な
き
情
景
を
取
り
上
げ
た
先
樅
歌
は
多
い
 
 

が
、
そ
れ
を
「
皿
 
つ
」
空
と
の
対
比
で
詠
じ
た
歌
と
な
る
と
、
守
覚
以
前
は
覚
性
法
親
 
 

王
の
「
し
ぐ
れ
ゆ
く
雲
に
は
づ
れ
て
て
る
月
は
ひ
と
つ
そ
ら
と
も
お
ぼ
え
ざ
り
け
り
」
 
 

（
出
観
集
■
五
六
〇
）
一
首
を
数
え
る
ば
か
り
で
あ
る
。
右
の
家
集
八
八
春
歌
と
、
五
十
 
 

首
の
三
三
香
取
も
、
冬
山
首
中
に
「
一
つ
」
空
と
の
意
味
内
容
を
示
す
語
句
が
見
出
だ
 
 

せ
る
か
ら
、
こ
の
覚
性
歌
を
参
考
に
詠
ま
れ
た
歌
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
詠
歌
が
各
々
冬
 
 

部
に
配
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

次
の
冬
部
の
家
集
九
三
番
歌
の
場
合
、
上
旬
で
降
る
雪
に
「
さ
さ
め
の
衣
打
ち
払
ひ
」
 
 

と
詠
み
、
五
十
首
の
冬
部
三
五
番
歌
は
、
下
旬
で
降
雪
に
 
「
山
分
衣
払
は
で
ぞ
行
く
」
 
 

と
詠
む
。
「
山
分
衣
J
と
「
さ
さ
め
の
衣
」
な
ど
、
歌
の
語
句
や
内
容
は
相
違
す
る
が
、
 
 

雪
と
衣
と
の
歌
材
を
一
首
中
に
配
し
て
雪
中
の
徒
を
詠
む
点
は
同
じ
で
あ
る
。
 
 
 

続
く
家
集
九
四
番
歌
も
雪
を
詠
む
歌
で
、
そ
の
下
旬
に
「
雲
晴
れ
渡
る
峰
の
白
雪
」
 
 

と
あ
る
。
五
十
首
も
前
掲
歌
直
後
の
三
」
ハ
番
に
、
下
旬
「
雲
よ
り
上
に
見
ゆ
る
白
雪
」
 
 

と
、
や
は
り
雲
上
に
誓
え
る
峰
の
白
雪
を
詠
む
歌
が
来
る
。
 
 
 

こ
れ
ら
二
組
の
例
歌
は
、
い
ず
れ
も
当
該
内
容
を
詠
じ
た
先
樅
歌
は
多
く
を
数
え
、
 
 

守
覚
の
独
創
的
詠
出
と
は
言
え
な
い
が
、
歌
の
着
想
や
、
素
材
の
組
合
せ
を
同
じ
＜
す
 
 

る
歌
が
双
方
の
連
続
す
る
二
首
に
各
々
見
ら
れ
る
点
で
、
家
集
と
五
十
首
と
の
撰
歌
配
 
 

列
に
お
け
る
部
分
的
類
似
を
示
唆
し
よ
う
。
 
 
 

つ
い
で
雑
部
で
旅
を
詠
む
家
集
一
一
八
番
歌
と
、
閑
居
を
詠
じ
た
同
五
十
首
の
四
四
 
 

番
歌
と
は
、
岩
根
を
伝
う
通
路
（
山
路
）
が
峰
の
雲
に
覆
わ
れ
る
状
況
を
設
定
し
て
詠
 
 

ん
だ
二
首
で
、
右
の
家
集
歌
の
直
接
に
も
「
余
所
に
て
は
通
ひ
路
無
し
と
見
し
峰
を
雲
 
 

踏
み
分
け
て
今
ぞ
越
え
行
く
」
 
（
一
一
九
・
山
路
旅
行
）
と
、
同
発
想
の
歌
が
配
さ
れ
て
 
 

い
る
。
守
覚
は
高
野
参
詣
に
数
を
重
ね
て
お
り
、
こ
れ
ら
詠
歌
は
旅
中
の
実
景
を
念
頭
 
 

に
詠
ま
れ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
か
、
雲
の
覆
う
峻
峰
の
山
路
を
詠
む
歌
は
 
 

家
集
歌
以
前
に
も
散
見
す
る
が
、
そ
れ
を
「
通
ひ
路
」
と
解
し
て
の
詠
は
、
右
二
首
を
 
 

除
き
見
出
だ
し
が
た
い
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
家
集
と
五
十
首
の
各
部
所
収
敵
を
比
べ
、
主
な
語
句
や
歌
の
内
容
と
の
 
 

観
点
か
ら
、
双
方
で
類
似
す
る
場
合
を
吟
味
し
、
秋
部
の
四
首
を
は
じ
め
、
春
部
三
首
、
 
 

冬
部
三
首
、
雑
部
一
首
の
家
集
歌
の
例
を
指
摘
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
例
歌
に
、
先
の
拝
 
 

作
敦
二
首
を
加
え
る
と
、
都
合
十
t
一
首
に
及
ぶ
こ
と
か
ら
、
守
寛
が
御
室
五
十
首
を
詠
 
 

作
編
集
す
る
際
に
、
家
集
所
収
歌
お
よ
ぴ
そ
の
配
列
を
部
分
的
に
参
照
し
て
い
た
こ
と
 
 

が
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
 
 

｛
三
》
 
 

次
に
守
寛
が
詠
進
し
た
正
治
百
首
と
、
家
集
所
収
歌
と
の
関
連
性
に
目
を
向
け
て
み
 
 

た
い
。
守
覚
の
百
首
歌
は
、
宮
内
庁
青
陵
部
他
蔵
の
編
纂
本
系
と
、
仁
和
寺
地
蔵
の
草
 
 

稿
本
系
と
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
山
部
の
歌
の
配
列
の
相
違
や
仮
名
漢
字
の
草
体
の
誤
写
 
 

等
の
本
文
異
同
を
除
け
ば
、
歌
の
出
入
り
な
ど
大
き
な
相
違
は
な
い
た
め
、
以
下
の
吟
 
 

味
は
編
纂
本
系
の
本
文
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。
 
 
 

正
治
百
首
も
五
十
首
と
同
様
、
個
々
の
詠
歌
に
詞
書
を
欠
く
た
め
、
歌
題
配
列
に
お
 
 

け
る
家
集
所
収
歌
と
の
比
較
は
難
し
い
が
、
一
首
中
の
主
な
取
材
か
ら
推
測
す
る
と
、
 
 

家
集
・
百
首
間
で
共
通
し
て
見
ら
れ
る
四
季
部
・
雑
部
の
歌
居
（
取
材
）
に
つ
い
て
は
、
 
 

若
干
前
後
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
総
じ
て
勅
撰
集
や
『
堀
河
百
首
』
『
久
安
百
首
』
と
 
 

い
っ
た
先
行
歌
集
・
百
首
の
歌
語
配
列
に
倣
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
 
 
 

そ
こ
で
次
に
、
歌
の
表
現
語
句
や
内
容
、
着
想
な
と
の
面
で
関
連
性
の
窺
え
そ
う
な
 
 

例
を
次
に
掲
げ
、
家
集
所
収
歌
と
、
百
首
歌
と
を
吟
味
し
て
み
る
。
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前
者
の
二
首
も
各
々
夏
歌
で
、
家
集
歌
は
、
卯
花
山
に
咲
く
卯
の
花
の
自
さ
を
黎
明
 
 

後
の
月
明
り
に
見
立
て
て
詠
じ
、
百
首
歌
も
同
様
の
見
立
て
を
用
い
つ
つ
、
郭
公
と
組
 
 

合
せ
て
卯
花
山
の
情
景
を
動
的
に
詠
む
。
卯
花
山
は
『
万
葉
集
』
中
の
一
一
首
（
一
九
六
 
 

（
百
首
二
二
三
二
）
 
 
 

∇
郭
公
誘
へ
と
植
ゑ
し
橘
に
折
得
て
来
鳴
く
声
匂
ふ
な
り
 
 

各
々
夏
部
の
歌
で
、
万
葉
・
古
今
集
以
来
多
作
さ
れ
て
き
た
時
鳥
と
橘
と
の
取
材
の
 
 

取
合
わ
せ
を
、
橘
の
香
り
と
、
時
鳥
の
声
と
を
通
わ
せ
た
声
 
「
匂
ひ
（
ふ
ご
 
と
の
共
 
 

感
覚
的
表
現
を
も
っ
て
詠
じ
て
い
る
。
同
趣
の
類
歌
は
、
守
覚
と
同
時
代
歌
人
で
あ
る
 
 

寂
然
歌
（
唯
心
房
集
二
二
五
）
に
一
首
を
数
え
、
他
に
西
行
歌
（
上
人
集
・
七
五
六
他
）
や
家
 
 

隆
歌
（
壬
二
集
二
二
八
）
に
も
、
稿
に
来
鳴
く
時
鳥
を
 
「
声
か
を
る
」
 
と
詠
む
例
が
見
 
 

出
だ
せ
る
。
い
ず
れ
も
当
代
の
共
感
覚
的
表
現
の
用
例
を
示
す
も
の
で
、
右
守
寛
歌
の
 
 

参
考
歌
に
も
な
っ
て
い
よ
う
が
、
家
集
歌
と
百
首
に
見
ら
れ
る
傍
線
部
の
同
語
関
係
的
 
 

な
一
致
か
ら
す
る
と
、
こ
れ
ら
他
歌
人
詠
に
比
し
て
、
百
首
歌
は
内
容
・
表
現
の
両
面
 
 

か
ら
家
集
歌
と
の
類
似
が
指
摘
で
き
る
。
 
 

朝
見
卯
花
 
 

納
涼
 
 

○
し
は
つ
山
楢
の
葉
陰
の
夕
涼
折
に
も
在
ら
ぬ
秋
風
ぞ
呪
引
 
 

（
夏
）
 
 

○
今
ぞ
見
る
卯
花
山
の
花
盛
り
明
け
て
も
月
の
影
残
り
け
り
 
 

（
夏
）
 
 

▽
郭
公
州
諷
山
の
在
巣
し
て
空
に
知
ら
れ
ぬ
別
に
鳴
く
な
り
 
 

▽
し
は
つ
山
風
吹
き
荒
む
楢
の
菓
に
絶
え
絶
え
残
る
蛸
の
声
 
 

郭
公
 
 

○
過
ぎ
ぬ
と
も
封
の
旬
刊
は
猶
止
め
よ
時
鳥
鳴
く
宿
の
橘
 
 

（
夏
）
 
 

（
百
首
・
三
三
五
）
 
 

（
家
・
三
二
 
 

（
百
首
二
三
一
九
）
 
 

（
家
・
四
四
）
 
 

（
家
二
二
四
）
 
 

七
・
四
〇
三
二
）
で
時
烏
と
共
に
詠
ま
れ
て
以
来
、
当
面
の
家
集
歌
や
頼
政
の
 
「
暮
見
 
 

卯
花
」
 
題
歌
（
頼
政
集
・
〓
一
）
、
小
侍
従
の
 
「
卯
花
失
路
」
 
題
歌
（
小
侍
従
集
二
二
〇
）
 
 

ま
で
用
例
が
見
ら
れ
ず
、
そ
の
卯
の
花
を
月
光
に
見
立
て
た
歌
と
な
る
と
、
ど
う
や
ら
 
 

当
面
の
家
集
歌
が
囁
矢
と
な
る
。
夏
部
の
典
型
的
歌
材
の
卯
の
花
を
月
に
見
立
て
、
万
 
 

葉
以
来
の
地
名
「
卯
花
山
」
に
掛
け
て
用
い
た
点
に
、
守
覚
の
工
夫
が
感
じ
ら
れ
る
。
 
 
 

後
者
は
「
し
は
つ
山
」
の
楢
の
葉
を
歌
材
に
用
い
た
二
首
で
、
百
首
歌
は
後
に
『
新
 
 

続
古
今
集
』
に
も
採
ら
れ
て
い
る
。
家
集
歌
は
、
そ
の
夕
涼
み
の
風
に
秋
を
感
じ
る
と
 
 

詠
み
、
百
首
歌
も
、
そ
の
晩
夏
の
風
に
聞
こ
え
る
微
か
な
蝉
吟
を
詠
ず
る
。
『
後
拾
遺
 
 

集
』
二
三
一
番
の
源
頼
綱
歌
を
始
め
、
楢
葉
を
吹
く
晩
夏
の
風
に
秋
の
訪
れ
を
嘆
じ
た
 
 

歌
は
守
覚
以
前
に
散
見
す
る
が
、
「
し
は
つ
山
」
 
に
取
材
し
た
歌
と
な
る
と
、
数
は
少
 
 

な
い
。
こ
の
豊
前
の
歌
枕
の
用
例
は
『
万
葉
集
』
二
七
四
番
（
古
今
集
一
〇
七
三
に
も
 
 

所
載
）
以
来
、
『
散
木
奇
歌
集
』
三
一
辺
・
一
三
三
九
番
、
『
久
安
百
首
』
八
九
六
番
の
 
 

俊
成
歌
を
数
え
る
程
度
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
俊
頼
・
俊
成
は
「
楢
の
葉
」
を
一
首
中
に
 
 

詠
む
が
、
い
ず
れ
も
晩
夏
の
風
に
配
し
て
の
詠
で
は
な
い
。
守
覚
の
創
意
が
汲
み
取
れ
 
 

る
の
は
こ
の
点
で
、
百
首
歌
は
そ
う
し
た
情
景
を
上
旬
に
踏
ま
え
、
下
旬
で
「
蛸
の
声
」
 
 

へ
と
焦
点
を
転
じ
て
詠
じ
て
い
る
。
 
 
 

守
覚
の
歌
枕
（
地
名
）
摂
取
歌
は
家
集
中
に
四
〇
首
弱
見
ら
れ
、
吉
野
山
や
衣
手
の
 
 

杜
な
ど
、
大
半
が
従
来
の
勅
撰
集
中
に
詠
ま
れ
る
も
の
だ
が
、
中
に
は
右
に
吟
味
し
た
 
 

卯
花
山
・
し
は
つ
山
な
ど
、
万
葉
・
古
今
以
来
用
例
希
な
歌
枕
を
、
卯
の
花
や
郭
公
、
 
 

蝉
と
い
う
夏
季
の
典
型
的
な
素
材
に
配
し
た
歌
も
若
干
見
ら
れ
る
。
守
覚
は
こ
れ
ら
前
 
 

例
希
な
歌
枕
（
地
名
）
を
自
歌
に
詠
み
込
む
こ
と
で
、
当
該
歌
材
を
詠
む
先
鞭
歌
と
の
 
 

差
異
を
示
そ
う
と
し
て
お
り
、
右
の
二
組
の
守
覚
歌
も
、
そ
う
し
た
例
に
数
え
ら
れ
る
。
 
 

海
辺
霧
 
 

○
浦
伝
ふ
相
可
耐
の
み
聞
ゆ
な
り
海
人
の
伴
拙
矧
観
れ
つ
つ
 
 

（
秋
）
 
 

（
家
■
五
七
）
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月
 
 

（
家
夫
一
）
 
 

○
遥
遥
と
刊
盟
の
外
へ
行
＜
創
は
引
綱
刑
や
標
な
る
ら
ん
 
 

（
秋
）
 
 

▽
刊
劃
ま
で
冴
え
行
く
割
に
言
問
は
ん
跡
無
き
雪
は
引
呵
刑
か
 
 
（
百
首
主
四
七
）
 
 
 

家
集
五
七
春
歌
と
青
首
の
三
五
五
番
款
は
、
霧
込
め
た
海
面
を
渡
る
船
に
焦
点
を
当
 
 

て
、
霧
中
よ
り
船
頭
の
歌
だ
け
が
聞
こ
え
て
来
る
と
聴
覚
的
に
詠
じ
た
秋
前
の
二
首
。
 
 

こ
の
霧
隠
れ
行
く
舟
と
の
情
景
は
、
既
掲
の
『
古
今
集
』
の
人
暦
歌
な
ど
を
参
照
し
た
 
 

詠
作
と
み
ら
れ
る
が
、
他
の
人
麿
歌
に
依
っ
た
先
杵
歌
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、
波
線
 
 

部
の
「
樟
の
歌
」
と
の
用
語
で
あ
る
。
こ
れ
は
漢
詩
句
中
の
詩
語
を
本
税
と
す
る
も
の
 
 

で
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
「
郷
涙
数
行
征
成
春
 
樹
讐
曲
釣
漁
翁
」
（
月
・
保
胤
）
や
、
 
 

『
新
撰
朗
詠
集
』
の
「
呉
人
梱
而
高
利
 
江
波
水
槽
」
 
（
月
・
音
名
）
、
同
「
商
人
綿
雪
 
 

劉
漁
浦
老
将
踏
粛
立
成
楼
」
 
（
月
・
斉
名
）
等
に
見
ら
れ
る
。
鎌
倉
期
以
前
は
、
当
面
の
 
 

守
覚
歌
二
首
を
除
い
て
他
に
同
様
の
用
例
は
見
出
だ
し
が
た
く
、
守
覚
は
詠
作
時
に
こ
 
 

れ
ら
に
依
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

次
の
家
集
六
一
番
歌
と
、
百
首
の
三
四
七
春
歌
の
場
合
、
千
里
ま
で
冴
え
行
く
月
を
 
 

対
象
と
し
て
、
家
集
歌
の
下
旬
は
、
（
月
は
）
自
分
の
光
が
道
標
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
 
 

か
、
青
首
歌
の
同
句
は
、
後
の
残
ら
な
い
雪
は
お
ま
え
の
光
な
の
か
、
と
各
々
詠
み
掛
 
 

け
て
い
る
。
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
「
月
明
刊
到
」
 
（
雪
・
自
賦
）
や
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
 
 

平
安
期
歌
人
詠
な
ど
、
「
千
里
」
 
の
月
を
詠
む
先
鞭
歌
は
数
多
い
が
、
そ
の
中
で
右
二
 
 

首
の
よ
う
に
 
「
己
が
光
や
（
か
）
」
 
と
の
表
現
を
用
い
て
月
に
尋
ね
掛
け
る
内
容
の
歌
 
 

は
、
『
為
忠
家
後
産
百
首
』
露
上
月
題
の
顕
広
歌
や
、
嘉
庸
二
年
住
吉
社
歌
合
の
社
頭
 
 

月
題
の
伊
綱
故
に
短
歌
を
見
る
も
の
の
、
現
存
詩
歌
集
中
で
は
当
面
の
家
集
歌
が
初
見
 
 

で
あ
り
、
つ
い
で
右
百
首
歌
の
用
例
が
認
め
ら
れ
る
。
 
 
 

∇
淡
路
船
霧
隠
れ
漕
ぐ
樟
の
歌
の
声
ば
か
り
こ
そ
瀬
戸
渡
り
け
れ
 
（
百
首
二
二
五
五
）
 
 

日
‖
 
 

○
峰
に
て
も
雲
の
塵
居
る
月
影
を
矧
間
に
洗
ふ
谷
の
下
水
 
 

（
豪
夫
二
）
 
 

（
山
家
）
 
 

▽
樹
注
ぐ
声
よ
り
や
が
て
‡
け
ば
夢
珊
叫
止
む
矧
」
矧
¶
粛
 
 

（
百
官
主
九
三
）
 
 
 

木
枯
ら
し
を
道
標
に
木
々
の
紅
葉
が
嘩
を
移
る
、
と
詠
む
家
集
の
八
六
番
歌
は
、
第
 
 

四
句
に
 
「
峯
」
と
 
「
移
る
」
と
の
語
を
複
合
さ
せ
た
動
詞
 
「
峯
移
り
す
る
」
が
あ
り
、
 
 

こ
れ
は
百
首
の
三
三
四
番
歌
に
も
見
ら
れ
る
。
当
動
詞
の
用
例
は
現
存
詩
歌
集
中
で
当
 
 

面
の
家
集
歌
以
前
に
見
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
守
覚
の
創
意
が
こ
こ
に
汲
み
取
れ
 
 

る
。
家
集
歌
は
冬
部
、
百
首
歌
は
夏
部
と
、
各
々
所
収
歌
の
都
立
は
異
な
る
が
、
冬
の
 
 

嵐
と
夏
の
夕
立
雲
と
い
う
、
い
ず
れ
も
強
風
を
伴
っ
た
天
候
現
象
に
関
し
て
右
の
表
現
 
 

は
用
い
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

続
く
家
集
六
二
番
は
、
時
に
て
雲
の
塵
か
か
る
月
影
を
岩
間
に
洗
う
谷
の
下
水
、
と
 
 

詠
む
。
川
渡
や
谷
水
な
ど
が
月
光
を
洗
う
と
の
着
想
は
、
守
覚
以
前
の
多
く
の
歌
人
が
 
 

詠
じ
て
お
り
、
第
五
句
「
谷
の
下
水
」
と
の
名
詞
句
も
『
複
揺
集
』
五
五
七
番
を
始
め
 
 

平
安
末
期
以
降
多
作
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
た
当
面
歌
下
旬
の
 
「
谷
の
下
水
」
 
 
 

こ
れ
ら
二
組
四
首
は
、
秋
部
の
月
や
霧
と
い
う
、
こ
れ
も
万
葉
・
古
今
集
以
来
の
伝
 
 

統
的
典
型
的
な
歌
材
の
詠
作
に
お
い
て
、
守
寛
が
漢
詩
句
中
の
詩
語
に
依
っ
た
語
句
や
 
 

表
現
を
用
い
、
先
樅
歌
と
異
な
る
詠
出
を
意
囲
し
た
例
と
言
え
る
。
先
掲
の
真
部
の
例
 
 

に
同
じ
く
、
そ
う
し
た
新
奇
な
表
現
を
用
い
た
歌
が
、
歌
部
で
も
家
集
・
百
首
各
々
に
 
 

見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 

山
中
落
葉
 
 

○
誘
ひ
行
く
嵐
を
道
の
標
に
て
樹
櫛
引
割
引
木
木
の
紅
葉
葉
 
 

（
家
・
八
六
）
 
 

（
夏
）
 
 

▽
何
時
の
間
に
嘲
櫛
引
u
て
過
ぎ
ぬ
ら
ん
一
村
雨
の
夕
立
の
雲
 
 
（
百
首
三
三
四
）
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が
「
洗
ふ
」
と
の
表
現
及
び
内
容
は
、
家
集
歌
以
前
に
地
歌
人
の
用
例
を
見
出
だ
し
が
 
 

た
い
。
百
首
の
三
九
三
番
歌
も
、
傍
線
部
に
同
様
の
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
 
 

場
合
も
、
家
集
歌
が
秋
部
、
百
首
歌
が
雑
部
の
山
家
詠
、
と
各
々
都
立
が
異
な
り
、
歌
 
 

の
内
容
も
相
違
す
る
が
、
各
々
の
当
該
歌
中
に
同
一
表
現
を
見
出
だ
せ
る
例
で
あ
る
。
 
 
 

以
上
、
主
だ
っ
た
表
現
語
句
や
、
歌
の
内
容
等
と
の
観
点
か
ら
、
家
集
敵
と
青
首
歌
 
 

と
を
吟
味
し
て
き
た
が
、
中
に
は
各
々
の
当
該
歌
が
部
立
を
異
に
す
る
例
も
あ
る
な
 
 

ど
、
そ
れ
ら
対
象
敵
は
多
岐
に
及
ぶ
。
次
の
各
二
首
は
、
当
該
歌
の
一
部
表
現
と
配
列
 
 

順
序
と
に
各
々
関
連
性
が
窺
え
る
。
 
 

旅
 
 

○
故
郷
を
い
と
ど
他
所
に
ぞ
隔
て
つ
る
越
え
来
し
山
の
州
盟
の
郎
要
 
素
二
一
六
）
 
 

（
家
ニ
ー
七
）
 
 

○
矧
蝋
や
尉
の
倒
楓
は
日
も
合
は
で
都
を
夢
の
内
に
だ
に
見
ぬ
 
 

罵
旅
 
 

▽
跡
も
無
く
川
到
立
つ
萄
に
道
分
け
て
涙
時
雨
る
る
小
夜
中
山
 
（
百
首
主
八
四
）
 
 

▽
詫
び
つ
つ
も
斯
く
て
幾
夜
か
過
ぎ
ぬ
ら
ん
仮
l
珂
廿
ら
は
ぬ
矧
瑚
の
里
 
（
百
首
圭
八
五
）
 
 
 

家
集
二
六
番
歌
は
、
下
旬
で
越
え
て
来
た
山
の
八
重
の
白
雲
と
詠
み
、
続
く
〓
 
 

七
香
取
は
、
上
旬
で
稲
を
敷
い
た
田
舎
の
仮
寝
に
言
及
す
る
が
、
百
首
で
も
、
三
八
四
 
 

番
歌
の
第
二
二
二
旬
「
八
重
立
つ
雲
に
通
分
け
て
」
、
直
後
の
三
八
五
番
歌
の
下
旬
「
債
 
 

寝
慣
ら
は
ぬ
稲
敷
の
里
」
と
、
右
の
家
集
歌
と
各
々
類
似
し
た
表
現
語
句
を
持
つ
歌
が
 
 

並
ん
で
い
る
。
一
首
一
首
の
歌
意
は
異
な
る
が
、
相
前
後
す
る
所
収
敢
闘
に
類
似
表
現
 
 

が
見
出
だ
せ
る
点
は
、
家
集
と
百
首
と
の
各
詠
歌
配
列
に
お
け
る
関
連
性
を
考
え
さ
せ
 
 

る
。
 
 ｛

四
｝
 
 

類
似
す
る
主
な
語
句
や
表
現
、
歌
の
内
容
や
着
想
等
を
手
掛
か
り
に
、
家
集
と
百
首
 
 

の
各
所
収
歌
を
吟
味
し
て
き
た
が
、
こ
こ
ま
で
家
集
の
夏
部
三
首
、
秋
部
三
首
、
冬
部
 
 

一
首
、
牲
部
二
首
に
お
い
て
、
守
覚
創
意
も
し
く
は
用
例
希
な
表
現
が
家
集
と
百
首
の
 
 

双
方
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
特
に
雑
部
の
原
題
歌
は
、
連
続
す
る
二
首
 
 

に
つ
い
て
、
各
々
類
似
表
現
を
指
摘
し
た
。
 
 
 

百
首
の
場
合
、
家
集
に
限
ら
ず
五
十
首
も
ま
た
先
行
作
品
と
な
る
が
、
百
首
と
五
十
 
 

首
と
の
間
で
、
同
様
に
類
似
す
る
表
現
や
着
想
歌
を
吟
味
す
る
と
、
両
者
間
に
限
っ
て
 
 

は
そ
の
関
連
性
を
窺
わ
せ
る
明
徴
を
得
が
た
く
、
む
し
ろ
家
集
歌
と
五
十
首
歌
の
双
方
 
 

を
踏
ま
え
た
詠
歌
が
目
に
さ
れ
る
。
 
 

（
需
旅
）
 
 

（
T
）
 
▽
磯
枕
席
る
と
厭
は
じ
潮
風
に
刺
影
害
す
る
樹
坤
珊
鼻
 
 

音
首
圭
八
八
）
 
 
 

百
首
歌
は
下
旬
で
、
潮
風
に
よ
り
月
明
り
が
寄
せ
る
松
が
浦
島
と
詠
む
が
、
風
に
よ
 
 

り
「
月
影
寄
す
る
」
媒
体
は
、
一
首
の
内
容
に
即
す
と
「
松
が
浦
島
」
の
浪
と
な
ろ
う
。
 
 

陸
奥
の
 
「
松
が
浦
島
」
 
は
、
『
後
撰
集
』
 
山
〇
九
三
番
の
素
性
法
師
歌
を
初
見
に
平
安
 
 

末
期
か
ら
多
作
さ
れ
た
歌
枕
で
、
百
首
成
立
の
正
治
二
年
以
前
の
用
例
と
し
て
、
「
松
 
 

島
」
 
の
月
を
詠
む
歌
が
前
掲
の
『
出
観
集
』
所
収
歌
一
首
の
ほ
か
、
こ
れ
も
前
述
し
た
 
 

守
覚
の
家
集
歌
と
五
十
首
歌
に
み
ら
れ
る
。
参
考
ま
で
後
者
の
二
首
を
再
掲
し
よ
う
。
 
 

◎
風
渡
る
梢
に
雨
の
音
は
し
て
別
の
み
ぞ
漏
る
樹
刑
蘭
島
 
 

（
家
■
六
三
）
 
 

☆
深
け
行
け
ば
軋
風
寒
み
雲
消
え
て
樹
が
朝
潮
浪
却
洗
ふ
な
り
 
 

（
御
玉
三
八
）
 
 

五
十
首
の
下
旬
の
、
（
科
風
に
）
松
が
浦
の
波
が
月
を
洗
う
と
の
内
容
は
、
百
首
歌
下
 
 

旬
に
描
か
れ
る
情
景
と
ほ
ぼ
同
義
と
解
せ
る
。
「
松
が
浦
」
 
の
浪
は
、
守
覚
歌
以
前
は
 
 

『
後
拾
遺
集
』
の
定
頼
と
源
光
成
の
贈
答
歌
（
四
八
七
・
四
八
八
）
に
詠
ま
れ
る
だ
け
 
 

で
、
そ
れ
も
月
に
取
材
し
た
詠
で
な
い
か
ら
、
こ
の
表
現
お
よ
び
着
想
は
、
覚
性
歌
や
 
 

家
集
歌
を
踏
ま
え
た
守
覚
の
創
意
と
分
か
る
。
 
 
 

右
三
首
は
ど
れ
も
「
松
が
浦
島
」
に
関
わ
る
叙
景
歌
と
解
し
て
良
く
、
同
処
の
月
を
 
 

め
ぐ
つ
て
、
五
十
首
歌
は
発
想
を
転
じ
て
「
松
が
膚
」
の
波
が
月
を
洗
う
と
詠
み
、
百
 
 

首
歌
は
、
家
集
歌
に
用
い
た
 
「
松
が
浦
島
」
 
の
語
と
、
右
五
十
集
歌
の
内
容
と
を
、
各
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く
る
。
 
 

◎
梅
が
樹
の
花
に
 
 

家
集
酔
と
五
十
首
歌
と
は
、
家
集
歌
の
第
二
句
か
ら
第
四
句
に
か
け
て
窺
わ
れ
る
、
 
 

木
伝
う
焦
の
声
を
共
感
覚
的
に
表
現
す
る
点
に
類
似
性
を
指
摘
し
た
が
、
右
の
家
集
歌
 
 

と
百
首
歌
と
を
比
べ
た
場
合
、
家
集
歌
の
初
句
と
第
二
句
始
め
の
 
「
梅
が
枝
の
花
」
、
 
 

第
五
句
の
「
春
の
曙
」
と
の
表
現
が
、
各
々
共
通
し
て
お
り
、
こ
れ
は
「
枝
」
や
「
花
」
 
 

な
ど
の
語
を
除
き
、
家
集
歌
よ
り
先
の
五
十
首
歌
と
共
通
す
る
表
現
を
除
い
た
部
分
に
 
 

他
な
ら
な
い
。
当
面
の
五
十
首
歌
と
百
首
歌
と
の
間
で
は
、
表
現
・
内
容
各
面
で
の
類
 
 

似
は
指
摘
し
が
た
い
が
、
家
集
歌
十
一
番
歌
と
の
関
連
性
は
、
双
方
に
窺
わ
れ
る
の
で
 
 

あ
る
。
 
 
 

守
覚
は
、
五
十
首
の
撰
歌
編
集
の
折
、
家
集
十
一
番
歌
の
共
感
覚
的
表
現
を
踏
ま
え
 
 

た
歌
を
配
す
る
と
と
も
に
、
百
首
で
は
そ
れ
ら
箇
所
を
除
い
た
、
同
家
集
散
中
の
他
の
 
 

☆
花
は
猶
枝
に
氷
り
て
焦
の
木
伝
ふ
声
ぞ
色
は
有
り
け
る
 
 

各
踏
ま
え
た
内
容
を
歌
っ
て
い
る
。
百
首
歌
は
都
立
こ
そ
扁
旅
と
、
家
集
・
五
十
首
各
 
 

歌
の
秋
部
と
異
な
る
が
、
歌
の
表
現
や
着
想
か
ら
、
後
二
者
を
参
照
し
た
詠
作
か
、
乃
 
 

至
は
そ
の
類
歌
と
見
て
間
違
い
あ
る
ま
い
。
守
覚
は
そ
う
し
た
歌
を
百
首
に
配
し
て
い
 
 

る
の
で
あ
る
。
 
 

（
春
）
 
 

（
百
首
二
三
三
）
 
 
 

∇
眺
め
て
も
如
何
に
語
ら
む
梅
が
枝
の
花
に
月
漏
る
春
の
曙
 
 

梅
を
詠
む
春
部
所
収
歌
で
、
第
五
句
の
「
春
の
曙
」
に
着
目
す
る
と
、
こ
の
語
句
は
 
 

平
安
末
期
以
降
の
用
例
が
多
く
、
梅
に
配
し
て
の
詠
も
『
月
詣
集
』
三
九
番
の
覚
延
法
 
 

師
敢
、
『
清
輔
集
』
二
一
番
歌
の
ほ
か
、
『
正
治
百
首
』
の
隆
信
（
一
二
〇
九
）
・
生
蓮
（
一
 
 

七
〓
二
）
各
故
に
散
見
す
る
が
、
山
首
中
で
「
梅
が
按
の
花
」
と
組
合
せ
て
r
春
の
嗜
」
 
 

詠
む
醗
と
な
る
と
、
先
行
す
る
現
存
詩
歌
集
中
で
は
、
次
の
家
集
十
一
番
歌
が
初
見
と
 
 

な
る
ご
」
の
家
集
歌
は
ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
五
十
首
の
春
部
三
番
歌
と
も
関
係
し
て
 
 

木
伝
ふ
紫
の
声
さ
へ
匂
ふ
春
の
曙
 
 
 

（
家
・
十
こ
 
 

（
御
玉
二
三
 
 

表
現
語
句
を
用
い
た
歌
を
載
せ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
百
首
中
に
は
、
家
集
歌
 
 

と
五
十
首
歌
双
方
の
内
容
を
踏
ま
え
た
と
み
ら
れ
る
歌
、
ま
た
同
じ
家
集
歌
と
の
関
連
 
 

性
が
窺
え
な
が
ら
当
該
五
十
首
歌
と
和
歌
表
現
の
一
致
が
見
ら
れ
な
い
歌
な
ど
様
々
だ
 
 

が
、
少
な
く
と
も
守
寛
が
家
集
所
収
歌
の
み
な
ら
ず
、
五
十
集
歌
と
の
関
連
で
も
百
首
 
 

の
撰
歌
配
列
を
行
っ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
は
、
右
の
事
例
か
ら
窺
い
知
れ
る
。
 
 

｛
五
｝
 
 

こ
れ
ま
で
の
吟
味
か
ら
、
守
覚
の
御
重
五
十
首
歌
並
び
に
正
治
百
首
醗
の
中
に
は
、
 
 

家
集
所
収
歌
と
の
間
で
歌
の
二
部
表
現
や
内
容
等
が
共
通
す
る
、
も
し
く
は
類
似
す
る
 
 

場
合
が
見
ら
れ
る
、
と
の
結
果
を
得
た
。
考
察
対
象
に
取
り
上
げ
た
歌
も
、
五
十
首
と
 
 

百
首
各
々
十
二
首
ず
つ
に
及
ぶ
。
こ
う
し
た
表
現
等
の
類
似
に
加
え
、
五
十
首
・
百
首
 
 

へ
家
集
歌
各
一
首
が
転
用
さ
れ
て
い
る
事
実
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
守
寛
が
五
十
首
や
 
 

百
首
を
編
む
際
、
部
分
的
に
家
集
の
撰
歌
配
列
を
参
照
し
て
い
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
 
 

な
い
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

こ
こ
で
は
家
集
と
五
十
首
・
百
首
と
の
関
連
性
を
明
確
に
す
べ
く
、
主
に
先
縦
歌
の
 
 

少
な
い
語
句
や
表
現
を
手
掛
か
り
と
し
た
が
、
他
の
万
葉
・
古
今
以
来
の
多
作
さ
れ
た
 
 

一
般
的
歌
材
を
詠
じ
た
歌
の
中
に
も
、
家
集
と
五
十
首
、
百
首
と
の
間
で
取
材
を
同
じ
 
 

く
す
る
も
の
は
あ
る
。
例
え
ば
歌
枕
に
限
っ
て
も
、
吉
野
の
桜
（
家
十
」
ハ
・
百
首
三
t
 
 

七
）
、
滝
田
川
の
紅
葉
（
落
葉
〓
家
八
七
・
五
十
首
三
四
■
百
首
三
一
七
）
な
ど
が
そ
う
 
 

で
、
こ
れ
ら
も
家
集
所
収
歌
に
倣
っ
て
、
当
該
の
歌
枕
摂
取
歌
が
五
十
首
や
百
首
に
撰
 
 

歌
配
置
さ
れ
た
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。
 
 
 

既
掲
L
た
五
十
集
・
百
首
各
歌
を
眺
め
る
と
、
歌
の
表
現
面
で
家
集
歌
と
の
関
連
性
 
 

が
窺
え
る
場
合
が
大
半
を
占
め
、
そ
れ
も
秋
部
や
、
雑
部
の
旅
歌
に
、
多
い
。
殆
ど
の
 
 

場
合
、
当
該
の
歌
集
歌
と
五
十
首
・
百
首
各
歌
と
は
部
立
を
同
じ
く
し
、
中
に
は
一
首
 
 

中
の
歌
材
や
内
容
か
ら
、
配
列
面
で
の
家
集
参
照
が
窺
わ
れ
る
部
分
も
見
ら
れ
る
。
こ
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れ
ら
諸
々
の
類
似
点
を
、
守
覚
と
い
う
同
一
人
物
の
編
集
に
よ
る
偶
然
の
一
致
に
帰
す
 
 

考
え
は
可
能
だ
が
、
家
集
か
ら
の
擬
作
歌
各
一
首
の
撰
入
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
や
は
 
 

り
そ
の
多
く
は
守
覚
の
意
識
的
営
為
と
僻
し
た
方
が
良
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 
 
 

そ
れ
は
五
十
首
と
百
首
と
の
間
に
、
表
現
・
内
容
両
面
で
関
連
性
を
窺
わ
せ
る
徴
証
 
 

が
少
な
く
、
守
覚
は
百
首
を
編
集
す
る
際
、
先
行
す
る
五
十
首
歌
で
参
照
し
た
家
集
歌
 
 

の
表
現
は
百
首
歌
に
用
い
ず
、
用
い
て
も
当
該
歌
中
の
他
の
表
現
に
留
め
る
な
ど
、
歌
 
 

の
内
容
や
表
現
面
で
五
十
首
歌
と
の
重
複
を
避
け
よ
う
と
し
た
節
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
 
 

で
き
よ
う
。
 
 
 

百
首
は
径
鳥
羽
院
の
応
制
百
首
の
た
め
、
守
覚
は
そ
の
詠
進
作
業
に
際
し
て
は
、
家
 
 

集
や
五
十
首
を
参
照
し
つ
つ
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
、
新
た
な
詠
作
は
も
と
よ
り
、
漢
詩
 
 

句
に
基
づ
く
語
句
や
、
用
例
希
な
地
名
な
ど
、
家
集
歌
を
初
見
と
す
る
斬
新
な
表
現
や
 
 

着
想
を
踏
ま
え
た
歌
を
百
首
に
撰
び
入
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
五
十
首
歌
と
の
重
複
を
避
 
 

け
た
一
因
も
、
こ
こ
に
求
め
て
良
か
ろ
う
。
 
 
 

逆
に
家
集
と
五
十
首
と
の
間
で
は
、
歌
の
表
現
は
も
と
よ
り
、
内
容
や
配
列
面
で
も
 
 

歌
集
と
の
類
似
が
そ
れ
と
分
か
る
場
合
が
多
く
見
ら
れ
る
。
五
十
首
詠
進
で
も
守
覚
は
 
 

創
意
を
尽
く
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
御
室
守
寛
が
自
ら
催
し
た
五
十
首
と
い
う
事
情
も
あ
 
 

り
、
百
首
詠
進
時
に
比
べ
て
は
、
家
集
に
依
っ
た
歌
を
そ
の
ま
ま
配
し
た
可
能
性
が
考
 
 

え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
守
寛
の
五
十
首
・
百
首
各
敢
は
、
覚
延
始
め
他
の
詠
進
 
 

歌
人
の
詠
作
と
の
関
連
性
も
窺
え
る
が
、
こ
の
吟
味
は
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
。
 
 
 

守
覚
の
家
集
は
、
千
載
集
の
詠
進
資
料
目
的
で
編
ま
れ
た
に
せ
よ
、
以
来
手
控
え
資
 
 

料
と
し
て
守
覚
の
歌
作
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、
右
の
五
十
首
■
百
首
と
の
関
連
 
 

性
の
吟
味
か
ら
、
窺
え
る
よ
う
で
あ
る
。
 
 

※
家
集
の
本
文
の
引
用
と
歌
番
号
は
『
私
家
集
大
成
』
中
古
Ⅲ
所
収
の
神
宮
文
庫
蔵
『
北
院
御
室
 
 

御
集
』
に
よ
り
、
五
十
古
や
百
首
の
そ
れ
は
、
各
々
宮
内
庁
吾
陵
部
蔵
『
御
室
五
十
首
』
『
正
 
 

［
注
］
 
 

拙
稿
「
『
北
院
御
室
御
集
』
伝
本
考
」
（
筑
凍
大
学
平
家
部
会
論
集
・
黄
玉
集
・
平
成
七
草
十
一
月
）
b
 
 

下
釜
逸
子
氏
 
「
守
覚
法
規
王
集
の
研
究
－
家
集
の
成
立
に
つ
い
て
－
J
 
（
仏
教
文
学
・
第
六
号
・
 
 

昭
和
五
七
草
二
月
）
 
 

太
田
晶
二
郎
氏
「
桑
草
書
志
所
載
 
古
株
歌
書
日
録
」
（
学
士
院
紀
要
・
十
二
号
二
九
五
四
年
）
。
 
 

当
家
集
に
関
わ
る
他
の
先
覚
の
ご
研
究
と
し
て
、
松
野
陽
一
氏
『
私
家
集
大
成
』
中
古
Ⅱ
 
「
実
 
 

定
」
解
居
や
、
井
上
宗
碓
氏
『
平
安
後
期
歌
人
伝
の
研
究
』
増
補
版
（
笠
間
書
院
・
昭
和
六
三
年
）
 
 

な
ど
が
見
ら
れ
る
。
 
 

神
宮
文
庫
本
所
収
叡
の
第
二
旬
 
「
鹿
か
虫
か
に
し
 
は
意
味
不
分
明
な
た
め
、
他
の
第
一
系
統
伝
 
 

本
に
よ
り
 
「
柵
む
鹿
に
」
 
と
校
訂
し
た
。
 
 

『
御
室
五
十
首
』
の
各
歌
人
の
詠
作
過
程
に
つ
い
て
は
、
有
吉
保
氏
 
（
『
新
古
今
和
歌
集
の
形
 
 

成
基
盤
と
構
成
』
三
省
堂
・
昭
和
匹
三
牛
）
や
久
保
田
揮
氏
 
（
『
斬
首
今
歌
人
の
研
究
』
東
京
大
 
 

草
出
版
会
・
昭
和
四
八
草
）
、
兼
築
信
行
氏
（
宮
内
庁
事
陵
部
蔵
『
京
極
黄
門
詠
五
十
首
和
取
』
 
 

－
F
軸
物
之
和
歌
写
』
 
の
原
著
を
復
元
す
る
－
・
国
文
学
研
究
・
七
七
号
・
昭
和
五
七
六
月
）
の
ご
 
 

研
究
を
、
ま
た
『
正
治
初
度
百
首
』
の
そ
れ
は
、
山
崎
種
子
氏
（
正
治
初
産
百
首
研
究
の
た
め
 
 

に
∃
『
小
侍
従
集
別
本
の
解
周
と
翻
刻
』
・
研
究
と
資
料
・
第
二
輯
・
昭
和
五
四
年
十
二
月
）
等
 
 

の
ご
研
究
を
、
参
照
し
た
。
 
 

家
集
十
一
番
歌
の
第
三
句
は
、
神
宮
文
庫
本
所
収
敵
に
 
「
花
に
う
つ
ろ
ふ
ト
と
あ
る
の
を
、
他
 
 

の
家
集
伝
本
と
、
当
面
歌
の
千
載
集
入
集
歌
と
に
よ
り
 
「
花
に
木
伝
ふ
」
 
と
校
訂
し
た
。
 
 

『
正
治
百
首
』
編
纂
本
系
統
は
第
二
句
 
「
ぬ
る
に
い
と
ひ
し
」
 
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
 
「
守
覚
 
 

法
親
王
百
盲
」
 
（
仁
和
寺
蔵
本
他
）
の
本
文
に
よ
り
、
「
滞
る
と
厭
は
じ
」
 
と
校
訂
し
た
。
 
 

（
ち
ぐ
さ
 
さ
と
し
 
福
岡
教
育
大
学
講
師
）
 
 
 

治
初
産
百
首
』
 
（
と
も
に
新
編
『
国
歌
大
観
』
第
四
巻
所
収
）
に
よ
り
、
私
に
濁
点
や
送
り
仮
名
 
 

を
振
り
、
漢
字
を
当
て
た
。
場
合
に
よ
り
他
の
同
系
統
伝
本
等
に
よ
り
校
訂
」
た
箇
所
も
あ
る
っ
 
 

そ
の
他
の
和
歌
の
引
用
は
新
編
『
国
歌
大
観
』
に
よ
る
。
 
 


